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(57)【要約】
【課題】視認性を向上した液晶表示装置を提供する。
【解決手段】ＬＣＤ１０４に出力する点灯パターンを、
第１のセグメント群を点灯させる第１の点灯パターンか
ら第２のセグメント群を点灯させる第２の点灯パターン
に切り替える際には、当該切り替え時点から所定時間だ
け、第１のセグメント群のうちの第２のセグメント群に
共通しないセグメントに電圧を印加する。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　区分された複数のセグメントを有する表示部と、各セグメントに印加する電圧を制御し
て各セグメントを点灯及び消灯させる制御部と、を備える液晶表示装置であって、
　前記制御部は、前記表示部に出力する点灯パターンを、前記複数のセグメントから選択
された第１のセグメント群を点灯させる第１の点灯パターンから、前記複数のセグメント
から選択された第２のセグメント群を点灯させる第２の点灯パターンに切り替える際には
、当該切り替え時点から所定時間だけ、前記第１のセグメント群のうちの前記第２のセグ
メント群に共通しないセグメントの少なくとも１つに電圧を印加する、
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記液晶表示装置の周辺温度を検出する温度検出部を更に備え、
　前記制御部は、前記温度検出部から取得した前記周辺温度の値が所定の閾値以下である
場合には、前記第１のセグメント群のうちの前記第２のセグメント群に共通しないセグメ
ントの少なくとも１つに電圧を印加する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記切り替え時点から、所定の温度環境下における、前記セグメントの
点灯時における応答時間から消灯時における応答時間を減じた時間だけ、前記第１のセグ
メント群のうちの前記第２のセグメント群に共通しないセグメントの少なくとも１つに電
圧を印加する、
　ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記表示部に出力する点灯パターンを、前記複数のセグメントから選択
された第０のセグメント群を点灯させる第０の点灯パターンから、前記第１の点灯パター
ンに切り替えた後、前記第２の点灯パターンに更に切り替える際には、前記第１の点灯パ
ターンから前記第２の点灯パターンへの切り替え時点から所定時間だけ、前記第１のセグ
メント群のうちの前記第２のセグメント群に共通しないセグメントの少なくとも１つに電
圧を印加し、且つ、該切り替え時点の所定時間前から該切り替え時点までの間、前記複数
のセグメントのうちの前記第０のセグメント群に共通しないセグメントの少なくとも１つ
に電圧を印加する、
　ことを特徴とする請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置として、区分された複数のセグメントを有する表示部を備え、各セグメン
トに印加する電圧を制御して各セグメントを点灯及び消灯させることによって各種情報を
表示するセグメント型の液晶表示装置が知られている（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開昭５９―９６４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１には、７つのセグメントから成る７セグメント型の表示部を備える液晶表示
装置であって、電圧の印加及び除去の切り替えに際して、電圧を印加すべきタイミングを
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、電圧を除去すべきタイミングより所定の時間遅らせることによって、電圧の除去による
立下り曲線と電圧の印加による立上り曲線とが同時に液晶の透過率の閾値を通過する様に
した液晶表示装置が開示されている。
【０００５】
　特許文献１の液晶表示装置によれば、液晶表示装置の温度変化による誤表示又はコント
ラストの低下の防止を図ることができる。
【０００６】
　近年では、より視認性が高い液晶表示装置が求められている。
【０００７】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、視認性を向上した
液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前述した目的を達成するために、本発明に係る液晶表示装置は、下記（１）～（４）を
特徴としている。
（１）　区分された複数のセグメントを有する表示部と、各セグメントに印加する電圧を
制御して各セグメントを点灯及び消灯させる制御部と、を備える液晶表示装置であって、
　前記制御部は、前記表示部に出力する点灯パターンを、前記複数のセグメントから選択
された第１のセグメント群を点灯させる第１の点灯パターンから、前記複数のセグメント
から選択された第２のセグメント群を点灯させる第２の点灯パターンに切り替える際には
、当該切り替え時点から所定時間だけ、前記第１のセグメント群のうちの前記第２のセグ
メント群に共通しないセグメントの少なくとも１つに電圧を印加する、
　こと。
（２）　上記（１）の構成の液晶表示装置であって、
　前記液晶表示装置の周辺温度を検出する温度検出部を更に備え、
　前記制御部は、前記温度検出部から取得した前記周辺温度の値が所定の閾値以下である
場合には、前記第１のセグメント群のうちの前記第２のセグメント群に共通しないセグメ
ントの少なくとも１つに電圧を印加する、
　こと。
（３）　上記（１）又は（２）の構成の液晶表示装置であって、
　前記制御部は、前記切り替え時点から、所定の温度環境下における、前記セグメントの
点灯時における応答時間から消灯時における応答時間を減じた時間だけ、前記第１のセグ
メント群のうちの前記第２のセグメント群に共通しないセグメントの少なくとも１つに電
圧を印加する、
　こと。
（４）　上記（１）～（３）のいずれか１つの構成の液晶表示装置であって、
　前記制御部は、前記表示部に出力する点灯パターンを、前記複数のセグメントから選択
された第０のセグメント群を点灯させる第０の点灯パターンから、前記第１の点灯パター
ンに切り替えた後、前記第２の点灯パターンに更に切り替える際には、前記第１の点灯パ
ターンから前記第２の点灯パターンへの切り替え時点から所定時間だけ、前記第１のセグ
メント群のうちの前記第２のセグメント群に共通しないセグメントの少なくとも１つに電
圧を印加し、且つ、該切り替え時点の所定時間前から該切り替え時点までの間、前記複数
のセグメントのうちの前記第０のセグメント群に共通しないセグメントの少なくとも１つ
に電圧を印加する、
　こと。
【０００９】
　上記（１）の構成の液晶表示装置では、表示部に出力される点灯パターンが第１の点灯
パターンから第２の点灯パターンに切り替わる際には、当該切り替え時点から所定時間だ
け、第１のセグメント群のうちの第２のセグメント群に共通しないセグメントに電圧が印
加される。これにより、各セグメントの点灯時における応答時間が消灯時における応答時
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間よりも長いことに起因する、表示のバラつきの発生を抑制できる。
　上記（２）の構成の液晶表示装置では、液晶表示装置の周辺温度の値が所定の閾値以下
である場合に、第１のセグメント群のうちの第２のセグメント群に共通しないセグメント
に電圧が印加される。これにより、点灯時における応答時間と消灯時における応答時間と
の相違がより顕著に現れやすい低温環境下で液晶表示装置が使用される場合に、表示のバ
ラつきの発生を効果的に抑制できる。
　上記（３）の構成の液晶表示装置では、切り替え時点から、所定の温度環境下における
、セグメントの点灯時における応答時間から消灯時における応答時間を減じた時間だけ、
第１のセグメント群のうちの第２のセグメント群に共通しないセグメントに電圧が印加さ
れる。これにより、各セグメントの点灯時における応答時間が消灯時における応答時間よ
りも長いことに起因する、表示のバラつきの発生をより効果的に抑制できる。
　上記（４）の構成の液晶表示装置では、更に、第１の点灯パターンから第２の点灯パタ
ーンへの切り替え時点の所定時間前から当該切り替え時点までの間、セグメント全体のう
ちの第０のセグメント群に共通しないセグメントに電圧が印加される。これにより、各セ
グメントの点灯時における応答時間が消灯時における応答時間よりも長いことに起因する
表示のバラつきに加えて、前回消灯時からの経過時間によって各セグメントの点灯時にお
ける応答時間が相違することに起因する表示のバラつきの発生を抑制できる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の液晶表示装置によれば、視認性を向上した液晶表示装置を提供できる。
【００１１】
　以上、本発明について簡潔に説明した。更に、以下に説明される発明を実施するための
形態（以下、「実施形態」という。）を添付の図面を参照して通読することにより、本発
明の詳細は更に明確化されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、本実施形態に係る液晶表示装置１００のハードウェアの構成例を示すブ
ロック図である。
【図２】図２は、ＬＣＤ１０４の表示画面１０を示す図である。
【図３】図３は、従来の液晶表示装置の表示制御を説明するためのタイムチャートである
。
【図４】図４は、速度表示部１１における各セグメントに付す符号を示す説明図である。
【図５】図５は、前回消灯時点からの経過時間と点灯時におけるセグメントの応答時間と
の関係を示す説明図としてのグラフであり、横軸は前回消灯時点からの経過時間を、縦軸
は点灯時におけるセグメントの応答時間を示している。
【図６】図６は、点灯時におけるセグメントの応答時間と消灯時におけるセグメントの応
答時間とを示す説明図としてのグラフであり、横軸はＬＣＤ１０４のパネル温度を、縦軸
は各パネル温度における応答時間を示している。
【図７】図７は、本実施形態に係る液晶表示装置１００の表示制御を説明するためのタイ
ムチャートである。
【図８】図８は、本実施形態に係る液晶表示装置１００の表示制御を説明するためのフロ
ーチャートである。
【図９】図９は、変形例に係る液晶表示装置１００の表示制御を説明するためのタイムチ
ャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明に係る液晶表示装置の具体的な実施形態について各図を参照しながら以下に説明
する。
【００１４】
　図１は、本実施形態に係る液晶表示装置１００のハードウェアの構成例を示したブロッ
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ク図である。
【００１５】
　図１に示すように、液晶表示装置１００は、マイクロコンピュータ（ＣＰＵ：Central 
Processing Unit）１０１、ＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable Read-O
nly Memory）１０２、温度センサ１０３、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display、液晶ディス
プレー）１０４、ＬＣＤドライバ１０５、ＬＣＤ駆動電源部１０６、電源回路１０７、及
びインタフェース（Ｉ／Ｆ）１０８～１１１を備えている。以下では、これら各構成につ
いて説明する。
【００１６】
　マイクロコンピュータ１０１は、制御部であり、予め用意されたプログラムを実行し、
液晶表示装置１００の機能を実現するために必要な様々な処理を行う。例えば、後述する
ＬＣＤ１０４の点灯制御をマイクロコンピュータ１０１が行う。
【００１７】
　ＥＥＰＲＯＭ１０２は、記録部としての電気的に書き換え可能なメモリであり、マイク
ロコンピュータ１０１が参照する各種データを保持している。例えば、ＥＥＰＲＯＭ１０
２には、図８に示す処理のステップＳ１１でマイクロコンピュータ１０１が参照する温度
閾値Ｔ１の値が保持されている。
【００１８】
　温度センサ１０３は、温度検出部であり、液晶表示装置１００の周辺温度Ｔの値を検出
し、検出した周辺温度Ｔの値をインタフェース１０８を介してマイクロコンピュータ１０
１に出力する。温度センサ１０３としては、例えば公知のサーミスタ等が用いられる。温
度センサ１０３は、液晶表示装置１００の周辺温度を計測可能な箇所に取付けられる。温
度センサ１０３は、例えば、ＬＣＤ１０４の液晶パネルに取付けられ、当該液晶パネルの
温度を周辺温度Ｔとして検出する。或いは、温度センサ１０３は、液晶表示装置１００を
構成する筺体外面に取付けられ、液晶表示装置１００の周囲の雰囲気温度を周辺温度Ｔと
して算出する。
【００１９】
　ＬＣＤ１０４は、表示部であり、矩形の平面状の表示画面１０上に各種情報を表示する
。本実施形態では、ＬＣＤ１０４の表示画面１０は、図２に示すように、現在の車両の速
度を表示する速度表示部１１と、冷却水の水温を表示する水温表示部１３と、燃料の残量
を表示する燃料表示部１５と、を備えている。ＬＣＤ１０４は、ＬＣＤ駆動電源部１０６
により所定の駆動電圧が印加されるとオン状態となる。マイクロコンピュータ１０１は、
インタフェース１０９を介してＬＣＤ駆動電源部１０６に信号を出力して当該駆動電圧の
印加状態を制御し、これによりＬＣＤ１０４の電源のオンオフを制御する。
【００２０】
　速度表示部１１は、公知のデジタル速度計であり、表示する数字にしたがって点灯パタ
ーンを切り替えることにより、区分された７つのセグメントを用いた７セグメント式の表
示によって１桁目及び２桁目に「０」～「９」の数字のうちのいずれか１つを表示し、２
つのセグメントを用いた２セグメント式の表示によって３桁目に「１」を表示する。これ
ら各セグメントの点灯及び消灯は、マイクロコンピュータ１０１により制御される。
【００２１】
　より具体的には、マイクロコンピュータ１０１は、各セグメントの点灯及び消灯に関す
る情報を含む点灯信号をＬＣＤドライバ１０５に出力する。当該点灯信号を受け付けたＬ
ＣＤドライバ１０５は、当該点灯信号に基づいてＬＣＤ１０４の各セグメントに印加する
電圧の電圧値を決定し、決定した各セグメントの電圧値を表す信号をＬＣＤ１０４に出力
する。そして、ＬＣＤドライバ１０５が出力した信号にしたがってＬＣＤ１０４が動作す
ることにより、速度表示部１１の各セグメントが点灯又は消灯される。即ち、本実施形態
に係る液晶表示装置１００では、マイクロコンピュータ１０１は、電圧値が可変である電
圧をＬＣＤ１０４の各セグメントに印加するダイナミック駆動方式により、ＬＣＤ１０４
の表示を制御している。
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【００２２】
　更に具体的には、本実施形態に係る液晶表示装置１００における速度表示部１１の各セ
グメントは、該セグメントを点灯させるための電圧である臨界電圧（例えば、３Ｖ。）よ
りも電圧値の絶対値が大きい電圧が印加されると、点灯する。したがって、ＬＣＤドライ
バ１０５は、点灯信号を受け付けた場合には、後述するダミー点灯制御を実行する場合を
除いて、点灯するべきセグメントについては臨界電圧以上の電圧値（例えば、５Ｖ）の点
灯電圧を印加し、消灯するべきセグメントについては電圧を印加しないとする信号をＬＣ
Ｄ１０４に出力する。これにより、速度表示部１１の各セグメントには表示すべき点灯パ
ターンに適合した電圧値が印加され、各セグメントが点灯又は消灯される。
【００２３】
　水温表示部１３及び燃料表示部１５は、速度表示部１１と同様に、ＬＣＤドライバ１０
５からの信号にしたがって動作し、各表示要素の点灯及び消灯がマイクロコンピュータ１
０１によって制御されることにより、冷却水の水温及び燃料の残量を表示する。
【００２４】
　電源回路１０７は、外部電源である車両に搭載されたバッテリから印加電圧＋Ｂが印加
されて駆動し、マイクロコンピュータ１０１を駆動させるための駆動電圧Ｖｃｃをマイク
ロコンピュータ１０１に印加する。また、電源回路１０７は、マイクロコンピュータ１０
１の駆動を初期化するリセット信号ＲＥＳＥＴをマイクロコンピュータ１０１に出力する
。
【００２５】
　インタフェース１１０は、マイクロコンピュータ１０１がイグニッションスイッチのオ
ンオフを表すイグニッション信号（ＩＧＮ）を受け付けるために用いられるインタフェー
スである。また、インタフェース１１１は、マイクロコンピュータ１０１が、車両上の通
信ネットワーク（ＣＡＮ：Controller Area Network）から、例えば車両の速度や水温計
の温度等の車両に関する各種情報を含むＣＡＮ信号を受け付けるためのインタフェースで
ある。
【００２６】
　次に、液晶表示装置１００における速度表示部１１の表示制御について説明する。
【００２７】
（従来の液晶表示装置の動作例）
　はじめに、本実施形態に係る液晶表示装置１００におけるＬＣＤ１０４の速度表示部１
１の表示制御を説明する前に、図３を参照して、従来の液晶表示装置の表示制御の例を比
較例として説明する。図３は、従来の液晶表示装置の表示制御を説明するためのタイムチ
ャートである。
【００２８】
　以下では、説明の簡単化のために、従来の液晶表示装置が本実施形態に係る液晶表示装
置１００と同一のハードウェア構成を有しているものとして、従来の液晶表示装置の構成
要素にも本実施形態に係る液晶表示装置１００と同一の符号を付して説明する。図３にお
いて、横軸は表示開始からの経過時間を表し、上段は各時刻に速度表示部１１に本来表示
するべき（意図する）表示内容を表し、中段は各時刻にマイクロコンピュータ１０１から
ＬＣＤドライバ１０５に出力される点灯信号を表し、下段は各時刻に速度表示部１１に実
際に表示される表示内容を表している。但し、図３では、説明の簡単化のために、１桁目
及び２桁目の表示要素のみを用いて表示制御を行う場合について例示している。
【００２９】
　図３に示す例では、本来表示するべき表示内容として、何も表示しない時刻ｔ０におけ
る開始状態から、時刻ｔ１において「０」の表示を開始し、時刻ｔ３において「０」から
「２」に表示を切り替え、時刻ｔ６において「２」から「１０」に表示を切り替えること
を意図して表示する場合について例示している。以下、本明細書中では、説明の簡単化の
ために、図４に示すように、１桁目の７セグメント式の表示における各セグメントにａ～
ｇの符号を付し、２桁目の７セグメント式の表示における各セグメントにｈ～ｎの符号を
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付して説明する。当該符号を用いて説明すれば、図３では、速度表示部１１に表示する点
灯パターンを、時刻ｔ０においては全てのセグメントを点灯させない点灯パターンＡとし
、時刻ｔ１において、当該点灯パターンＡから、セグメントａ，ｂ，ｃ，ｄ，ｅ，ｆから
成るセグメント群Ｂを点灯させて「０」を表示する点灯パターンＢに切り替え、時刻ｔ３
において、当該点灯パターンＢから、セグメントａ，ｂ，ｄ，ｅ，ｇから成るセグメント
群Ｃを点灯させて「２」を表示する点灯パターンＣに切り替え、時刻ｔ６において、当該
点灯パターンＣから、セグメントａ，ｂ，ｃ，ｄ，ｅ，ｆ及びセグメントｉ，ｊから成る
セグメント群Ｄを点灯させて「１０」を表示する点灯パターンＤに切り替えることを意図
して表示する場合について例示している。以下、点灯パターンＡでは、いずれのセグメン
トも含まないセグメント群Ａを点灯させていると捉えて説明する場合がある。
【００３０】
　まず、時刻ｔ１において、マイクロコンピュータ１０１は、１桁目の「０」の表示を開
始するための点灯信号をＬＣＤドライバ１０５に出力する。即ち、点灯パターンＢを点灯
させるための点灯信号をＬＣＤドライバ１０５に出力する。このとき、図３に示すように
、マイクロコンピュータ１０１が当該点灯信号を出力してから（時刻ｔ１から）、実際に
速度表示部１１に「０」が表示されるまで（時刻ｔ２まで）には、図３に示す時間Ｔを時
間の１単位として、４Ｔだけ時間がかかる（後述するが、時間Ｔは、セグメントを消灯さ
せる際の応答時間である。）。これは、従来の液晶表示装置に係るＬＣＤ１０４（速度表
示部１１）の、消灯されているセグメントを点灯させる際の応答時間である応答時間Ａが
、４Ｔであるからである。
【００３１】
　次に、時刻ｔ３において、マイクロコンピュータ１０１は、「２」の表示を開始するた
めの点灯信号をＬＣＤドライバ１０５に出力する。即ち、点灯パターンＣを点灯させるた
めの点灯信号をＬＣＤドライバ１０５に出力する。このとき、図３に示すように、マイク
ロコンピュータ１０１が当該点灯信号を出力してから（時刻ｔ３から）、実際に速度表示
部１１に「２」が表示されるまで（時刻ｔ５まで）には、応答時間Ａだけ、即ち４Ｔだけ
時間がかかる。このとき、実際に速度表示部１１に「２」が表示されるまで（時刻ｔ３か
ら時刻ｔ５まで）の間には、点灯パターンＢが残存する期間（時刻ｔ３から時刻ｔ４まで
の時間Ｔ）と、点灯パターンＢから点灯パターンＣへ遷移中の期間（時刻ｔ４から時刻ｔ
５までの時間３Ｔ）と、が含まれる。
【００３２】
　時刻ｔ３から時刻ｔ４までの期間、点灯パターンＢが残存する理由は、セグメントを消
灯させる際の応答時間である応答時間Ｂが、１Ｔであるためである。また、このとき、図
３に示すように、点灯パターンＢから点灯パターンＣへ遷移中の期間である時刻ｔ４から
時刻ｔ５までの時間３Ｔの間は、セグメント群Ｃのうちのセグメントａ，ｂ，ｄ，ｅのみ
が表示される。即ち、「２」を表示するための点灯パターンＣから一部のセグメントが欠
けたものが点灯されて表示される。これは、従来の液晶表示装置に係るＬＣＤ１０４（速
度表示部１１）の、セグメントを消灯させる際の応答時間である応答時間Ｂが、１Ｔであ
るために、表示までの時間が応答時間Ａ（４Ｔ）であるセグメントｇが点灯されるよりも
３Ｔだけ早く、セグメントｃ，ｆが消灯されるからである。
【００３３】
　次に、時刻ｔ６において、マイクロコンピュータ１０１は、「１０」の表示を開始する
ための点灯信号をＬＣＤドライバ１０５に出力する。即ち、点灯パターンＤを点灯させる
ための点灯信号をＬＣＤドライバ１０５に出力する。このとき、図３に示すように、マイ
クロコンピュータ１０１が当該点灯信号を出力してから（時刻ｔ６から）、実際に速度表
示部１１に「１０」が表示されるまで（時刻ｔ９まで）には、応答時間Ａだけ、即ち４Ｔ
だけ時間がかかる。このとき、実際に速度表示部１１に「１０」が表示されるまで（時刻
ｔ６から時刻ｔ９まで）には、点灯パターンＣが残存する期間（時刻ｔ６から時刻ｔ７ま
での時間Ｔ）と、点灯パターンＣから点灯パターンＤへ遷移中の期間（時刻ｔ７から時刻
ｔ９までの時間３Ｔ）と、が含まれる。
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【００３４】
　また、このとき、図３に示すように、時刻ｔ７から時刻ｔ８までの時間１Ｔの間は、セ
グメント群Ｄのうちのセグメントａ，ｂ，ｄ，ｅのみが表示される。これは、切り替え前
の点灯パターンである点灯パターンＣのセグメント群Ｃのうちのセグメントｇは、応答時
間Ｂ（１Ｔ）で消灯されるからである。
【００３５】
　そして、時刻ｔ８から時刻ｔ９までの時間２Ｔの間は、セグメント群Ｄのうちのセグメ
ントａ，ｂ，ｃ，ｄ，ｅ，ｆのみが表示される。これは、従来の液晶表示装置に係るＬＣ
Ｄ１０４（速度表示部１１）の、切り替え前の点灯パターンの更に切り替え前の点灯パタ
ーンである前回点灯パターン（時刻ｔ６における点灯パターンの切り替えにおいては、点
灯パターンＢ。）に共通するセグメントを点灯させる場合、当該セグメントを点灯するた
めに要する応答時間である応答時間Ｃが、２Ｔであるために、新規に点灯されるために表
示までの時間が応答時間Ａ（４Ｔ）であるセグメントｉ，ｊが点灯されるよりも２Ｔだけ
早く、セグメントｃ，ｆが点灯されるからである。
【００３６】
　ここで、新規にセグメントを点灯させる際の応答時間Ａ（４Ｔ）と、前回点灯パターン
に共通するセグメントを点灯させる際の応答時間Ｃ（２Ｔ）との違いは、図５に示すよう
に、前回消灯時点からの経過時間が長くなる程、各セグメントの点灯時の応答時間が長く
なることに起因して生じる。
【００３７】
　以上説明したように、従来の液晶表示装置においては、新規にセグメントを点灯させる
際の応答時間Ａ（４Ｔ）、セグメントを消灯させる際の応答時間Ｂ（１Ｔ）、及び前回点
灯パターンに共通するセグメントを点灯させる際の応答時間Ｃ（２Ｔ）がそれぞれ異なる
ために、図３に示す時刻ｔ４から時刻ｔ５、時刻ｔ７から時刻ｔ８、及び時刻ｔ８から時
刻ｔ９の表示のように、点灯パターンの切り替え時に、各セグメントの点灯及び消灯が一
度に切り替わることなく、各セグメントの一部が異なるタイミングで切り替わり、表示の
バラつきが発生する。これにより、液晶表示装置の視認性が悪化し、表示品位が低下する
虞があった、と本出願の発明者らは認識している。
【００３８】
　また、セグメントを点灯させる際の応答時間（応答時間Ａ及び応答時間Ｃ）と、セグメ
ントを消灯させる際の応答時間Ｂとの差は、図６に示すように、ＬＣＤ１０４のパネル温
度が低くなる程、大きくなる。したがって、液晶表示装置の周辺温度が低くなる程、セグ
メントを点灯させる際の応答時間と、セグメントを消灯させる際の応答時間との差が大き
くなり、点灯パターンの切り替え時に表示のバラつきが発生し易くなる虞があった、と本
出願の発明者らは認識している。
【００３９】
（本実施形態に係る液晶表示装置１００の動作）
　次に図７を参照して、本実施形態に係る液晶表示装置１００におけるＬＣＤ１０４の速
度表示部１１の表示制御を説明する。図７は、本実施形態に係る液晶表示装置１００の表
示制御を説明するためのタイムチャートである。
【００４０】
　まず、本実施形態に係る液晶表示装置１００における表示制御の従来の表示制御との違
いについて説明する。
【００４１】
　本実施形態に係る液晶表示装置１００では、概略的には、以下のダミー点灯制御及び消
灯遅延制御の２つの表示制御を組み合わせることによって、点灯パターンの切り替え時に
、当該切り替え時点から、前回点灯パターンに共通するセグメントを点灯させる際の応答
時間Ｃ（２Ｔ）だけ後に、点灯パターンが一度に切り替わるように制御する。
【００４２】
　第１に、本実施形態に係る液晶表示装置１００では、ダミー点灯制御として、上述した
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新規にセグメントを点灯させる際の応答時間と、前回点灯パターンに共通するセグメント
を点灯させる際の応答時間との違いに起因する表示のバラつきの発生を抑制するために、
点灯パターンの切り替え時点の所定時間前から当該切り替え時点までの間、セグメント全
体のうちの前回点灯パターンにおけるセグメント群に共通しない（含まれない）セグメン
ト群であるダミーセグメント群に、臨界電圧よりも電圧値の絶対値が小さいダミー電圧（
例えば、１Ｖ。）を印加する。ダミー点灯制御における処理の詳細については後述する。
【００４３】
　第２に、本実施形態に係る液晶表示装置１００では、消灯遅延制御として、上述したセ
グメントを点灯させる際の応答時間と、セグメントを消灯させる際の応答時間との違いに
起因する表示のバラつきの発生を抑制するために、点灯パターンの切り替え時点から、セ
グメントを点灯させる際の応答時間から消灯させる際の応答時間を減じた時間だけ、切り
替え前の点灯パターンにおけるセグメント群のうちの切り替え後の点灯パターンにおける
セグメント群に共通しないセグメント群である消灯遅延セグメント群に、臨界電圧よりも
電圧値の絶対値が大きい消灯遅延電圧（例えば、５Ｖ。）を印加する（即ち、消灯遅延セ
グメント群を点灯させる。）。消灯遅延制御における処理の詳細については後述する。
　尚、上述した従来の液晶表示装置では、セグメントを点灯させる際の応答時間は、新規
にセグメントを点灯させる際の応答時間Ａ（４Ｔ）と、前回点灯パターンに共通するセグ
メントを点灯させる際の応答時間Ｃ（２Ｔ）のいずれの応答時間となる場合もあったが、
本実施形態に係る液晶表示装置１００では、上述したダミー点灯制御により、セグメント
を点灯させる際の応答時間は、前回点灯パターンに共通するセグメントを点灯させる際の
応答時間Ｃ（２Ｔ）に統一されている。
【００４４】
　図７を参照して、本実施形態に係る液晶表示装置１００における表示制御の例を説明す
る。図７においても、図３の場合と同様に、説明の簡単化のために、１桁目及び２桁目の
表示要素のみを用いて表示制御を行う場合について例示している。
【００４５】
　図７において、横軸は表示開始からの経過時間を表し、最上段は各時刻に速度表示部１
１に本来表示するべき（意図する）表示内容を表し、２段目は各時刻にマイクロコンピュ
ータ１０１からＬＣＤドライバ１０５に出力される点灯信号のうちの消灯遅延制御により
出力される部分（消灯遅延信号）を表し、３段目は各時刻にマイクロコンピュータ１０１
からＬＣＤドライバ１０５に出力される点灯信号を表し、４段目は各時刻にダミー点灯制
御によりマイクロコンピュータ１０１からＬＣＤドライバ１０５に出力されるダミー点灯
信号を表し、５段目は各時刻に速度表示部１１に実際に表示される表示内容を表している
。
【００４６】
　図７では、本来表示するべき表示内容として、従来例として示した図３の場合と同様に
、何も表示しない時刻ｔ０における開始状態から、時刻ｔ２において「０」の表示を開始
し、時刻ｔ５において「０」から「２」に表示を切り替え、時刻ｔ９において「２」から
「１０」に表示を切り替えることを意図して表示する場合について例示している。即ち、
図７では、速度表示部１１に表示する点灯パターンを、時刻ｔ０においては点灯パターン
Ａとし、時刻ｔ２において点灯パターンＡから点灯パターンＢに切り替え、時刻ｔ５にお
いて点灯パターンＢから点灯パターンＣに切り替え、時刻ｔ９において、点灯パターンＣ
から点灯パターンＤに表示を切り替えることを意図して表示する場合について例示してい
る。
【００４７】
　まず、時刻ｔ２において「０」の表示を開始するための点灯信号（点灯パターンＢを点
灯させるための点灯信号）をＬＣＤドライバ１０５に出力する前に、マイクロコンピュー
タ１０１は、時刻ｔ１から時刻ｔ２までの時間２Ｔの間、ダミー点灯信号として、全セグ
メントａ，ｂ，ｃ，ｄ，ｅ，ｆ，ｇ及びｈ，ｉ，ｊ，ｋ，ｌ，ｍ，ｎから成るダミーセグ
メント群Ａにダミー電圧を印加させるための信号を出力する。当該ダミーセグメント群Ａ
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としては、時刻ｔ２における点灯パターンの切り替えは１回目の切り替えであり前回点灯
パターンが存在しないため、前回点灯パターンを全てのセグメントを点灯させない点灯パ
ターンＡであると見做して、全セグメントのうちの点灯パターンＡにおけるセグメント群
Ａに共通しないセグメント（即ち、全セグメント。）が選択される。当該ダミー点灯信号
を受け付けたＬＣＤ１０５は、ダミーセグメント群Ａに含まれる各セグメントにダミー電
圧を印加する。
【００４８】
　そして、時刻ｔ２において、マイクロコンピュータ１０１は、「０」の表示を開始する
ための点灯信号（点灯パターンＢを点灯させるための点灯信号）をＬＣＤドライバ１０５
に出力する。このとき、図７に示すように、マイクロコンピュータ１０１が当該点灯信号
を出力してから（時刻ｔ２から）時間２Ｔ後に、速度表示部１１に「０」が表示される。
これは、前述したように、点灯パターンの切り替え時点（ｔ２）の前から、ダミー点灯信
号がＬＣＤドライバ１０５に入力されてダミーセグメント群Ａにダミー電圧が印加されて
いたために、点灯パターンＢにおけるセグメント群Ｂの応答時間が、前回点灯パターンに
共通するセグメントを点灯させる際の応答時間Ｃ（２Ｔ）と同程度とされているからであ
る。即ち、本実施形態に係る液晶表示装置１００では、本来、点灯パターンの切り替え後
に臨界電圧を印加して新規に点灯させるセグメントに対して、臨界電圧よりも電圧値の小
さいダミー電圧を予め印加させておくことにより、セグメントを点灯させる際の応答時間
が、前回点灯パターンに共通するセグメントを点灯させる際の応答時間である２Ｔに統一
されている。また、図３に示した従来の表示制御では、マイクロコンピュータ１０１が点
灯パターンＢを点灯させるための点灯信号を出力してから速度表示部１１に「０」が表示
されるまでには、４Ｔだけ時間がかかっていたのに対して、本実施形態における表示制御
によれば、当該ダミー点灯制御が実施されているために、当該時間が２Ｔに短縮されてい
る。
【００４９】
　時刻ｔ５において「２」の表示を開始するための点灯信号（点灯パターンＣを点灯させ
るための点灯信号）をＬＣＤドライバ１０５に出力する前に、マイクロコンピュータ１０
１は、時刻ｔ４から時刻ｔ５までの時間２Ｔの間、ダミー点灯信号として、セグメントａ
，ｂ，ｃ，ｄ，ｅ，ｆ，ｇ及びｈ，ｉ，ｊ，ｋ，ｌ，ｍ，ｎから成るダミーセグメント群
Ｂを点灯させるための信号を出力する。当該ダミーセグメント群Ｂとしては、ダミーセグ
メント群Ａの場合と同様に、前回点灯パターンが全てのセグメントを点灯させない点灯パ
ターンＡであるため、全セグメントのうちの点灯パターンＡにおけるセグメント群Ａに共
通しないセグメント（即ち、全セグメント。）が選択される。当該ダミー点灯信号を受け
付けたＬＣＤ１０５は、ダミーセグメント群Ｂに含まれる各セグメントにダミー電圧を印
加する。
【００５０】
　そして、時刻ｔ５において、マイクロコンピュータ１０１は、「２」の表示を開始する
ための点灯信号（点灯パターンＣを点灯させるための点灯信号）をＬＣＤドライバ１０５
に出力する。このとき、当該切り替え時点（ｔ５）の前から、ダミー点灯信号がＬＣＤド
ライバ１０５に入力されていたために、図７に示すように、マイクロコンピュータ１０１
が当該点灯信号を出力してから（時刻ｔ５から）時間２Ｔ後に、速度表示部１１に「２」
が表示される。
【００５１】
　また、時刻ｔ５において「２」の表示を開始するための点灯信号（点灯パターンＣを点
灯させるための点灯信号）をＬＣＤドライバ１０５に出力した後、マイクロコンピュータ
１０１は、時刻ｔ５から時刻ｔ６までの時間１Ｔの間、消灯遅延信号として、セグメント
ｃ，ｆから成る消灯遅延セグメント群Ａを点灯させるための信号を、上記点灯パターンＣ
を点灯させるための点灯信号と併せて出力する。即ち、マイクロコンピュータ１０１は、
時刻ｔ５から時刻ｔ６までの間は、図７に示すように、点灯信号として、消灯遅延信号と
、上記点灯パターンＣを点灯させるための信号とを併せた、セグメントａ，ｂ，ｃ，ｄ，
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ｅ，ｆ，ｇから成るセグメント群を点灯させるための信号を、ＬＣＤドライバ１０５に出
力する。当該消灯遅延セグメント群Ａとしては、切り替え前の点灯パターンである点灯パ
ターンＢのうちの、切り替え後の点灯パターンである点灯パターンＣに共通しないセグメ
ント群が選択される。ここで、消灯遅延信号をマイクロコンピュータ１０１がＬＣＤドラ
イバ１０５に出力する時間の長さは、セグメントを点灯させる際の応答時間である２Ｔか
ら、消灯させる際の応答時間である１Ｔを減じた時間が１Ｔであるために、１Ｔに設定さ
れている。即ち、セグメントの点灯時における応答時間から消灯時における応答時間を減
じた時間に設定されている。
【００５２】
　尚、図６に示したように、セグメントを点灯させる際の応答時間とセグメントを消灯さ
せる際の応答時間との差は、周辺温度Ｔの値にしたがって変化する。より具体的には、周
辺温度Ｔの値が小さくなる程、大きくなる。本実施形態に係る液晶表示装置１００では、
上述した消灯遅延信号を出力する時間の長さは、周辺温度Ｔが５℃である温度環境下の場
合を想定して設定されている。即ち、周辺温度Ｔが５℃である温度環境下における、セグ
メントを点灯させる際の応答時間から、消灯させる際の応答時間を減じた時間である１Ｔ
に設定されている。
【００５３】
　このように、図３に示した従来の表示制御では、時刻ｔ４から時刻ｔ５までの時間３Ｔ
の間は、セグメント群Ｃのうちのセグメントａ，ｂ，ｄ，ｅのみが表示されていたのに対
して、本実施形態に係る表示制御では、ダミー点灯制御及び消灯遅延制御が実施されてい
るために、図７に示すように、マイクロコンピュータ１０１が点灯パターンＣを点灯させ
るための点灯信号を出力してから（時刻ｔ５から）時間２Ｔ後に、点灯パターンが点灯パ
ターンＢから点灯パターンＣに一度に切り替わり、速度表示部１１には「２」が表示され
る。
【００５４】
　以上説明した表示制御と同様に、時刻ｔ９において「１０」の表示を開始するための点
灯信号（点灯パターンＤを点灯させるための点灯信号）をＬＣＤドライバ１０５に出力す
る前に、マイクロコンピュータ１０１は、時刻ｔ８から時刻ｔ９までの時間２Ｔの間、ダ
ミー点灯信号として、セグメントｇ及びｈ，ｉ，ｊ，ｋ，ｌ，ｍ，ｎから成るダミーセグ
メント群Ｃを点灯させるための信号を出力する。当該ダミーセグメント群Ｃとしては、前
回点灯パターンが点灯パターンＢであるため、全セグメントのうちの点灯パターンＢにお
けるセグメント群Ｂに共通しないセグメントが選択される。当該ダミー点灯信号を受け付
けたＬＣＤ１０５は、ダミーセグメント群Ｃに含まれる各セグメントにダミー電圧を印加
する。
【００５５】
　そして、時刻ｔ９において、マイクロコンピュータ１０１は、「１０」の表示を開始す
るための点灯信号（点灯パターンＤを点灯させるための点灯信号）をＬＣＤドライバ１０
５に出力する。このとき、当該切り替え時点（ｔ９）の前から、ダミー点灯信号がＬＣＤ
ドライバ１０５に入力されていたために、図７に示すように、マイクロコンピュータ１０
１が当該点灯信号を出力してから（時刻ｔ９から）時間２Ｔ後に、速度表示部１１に「１
０」が表示される。
【００５６】
　また、時刻ｔ９において「１０」の表示を開始するための点灯信号（点灯パターンＤを
点灯させるための点灯信号）をＬＣＤドライバ１０５に出力した後、マイクロコンピュー
タ１０１は、時刻ｔ９から時刻ｔ１０までの時間１Ｔの間、消灯遅延信号として、セグメ
ントｇから成る消灯遅延セグメント群Ｂを点灯させるための信号を、上記点灯パターンＤ
を点灯させるための点灯信号と併せて出力する。即ち、マイクロコンピュータ１０１は、
時刻ｔ９から時刻ｔ１０までの間は、図７に示すように、点灯信号として、消灯遅延信号
と、上記点灯パターンＣを点灯させるための信号とを併せた、セグメントａ，ｂ，ｃ，ｄ
，ｅ，ｆ，ｇ及びｉ，ｊから成るセグメント群を点灯させるための信号を、ＬＣＤドライ



(12) JP 2014-95749 A 2014.5.22

10

20

30

40

50

バ１０５に出力する。当該消灯遅延セグメント群Ｂとしては、切り替え前の点灯パターン
である点灯パターンＣのうちの、切り替え後の点灯パターンである点灯パターンＤに共通
しないセグメント群が選択される。
【００５７】
　このように、図３に示した従来の表示制御では、時刻ｔ７から時刻ｔ８までの時間１Ｔ
の間は、セグメント群Ｄのうちのセグメントａ，ｂ，ｄ，ｅが表示され、時刻ｔ８から時
刻ｔ９までの時間２Ｔの間は、セグメントａ，ｂ，ｃ，ｄ，ｅ，ｆが表示されていたのに
対して、本実施形態に係る表示制御では、ダミー点灯制御及び消灯遅延制御が実施されて
いるために、図７に示すように、マイクロコンピュータ１０１が点灯パターンＤを点灯さ
せるための点灯信号を出力してから（時刻ｔ９から）時間２Ｔ後に、点灯パターンが点灯
パターンＣから点灯パターンＤに一度に切り替わり、速度表示部１１には「１０」が表示
される。
【００５８】
　尚、時刻ｔ２において点灯パターンを点灯パターンＡから点灯パターンＢに切り替える
際にも、後述するように消灯遅延制御が実施されているが、切り替え前の点灯パターンで
ある点灯パターンＡには、切り替え後の点灯パターンである点灯パターンＢに共通しない
セグメント群が存在しないために、結果的に、いずれのセグメントについても消灯遅延制
御によっては点灯されていない。
【００５９】
　次に、図８を参照して、本実施形態に係る表示制御を実施する際にマイクロコンピュー
タ１０１が実施する処理の手順を説明する。図８は、本実施形態に係る液晶表示装置１０
０の表示制御を説明するためのフローチャートである。図８では、マイクロコンピュータ
１０１が、例えば、上述した図７に示す時間Ｔの１／１０の時間間隔で、周期的に図８に
示す処理を実行し、点灯信号の制御を切り替えている例について説明する。
【００６０】
　点灯信号を切り替えるタイミングを迎えると、まず、マイクロコンピュータ１０１は、
ステップＳ１１では、温度センサ１０３から受け付けた周辺温度Ｔの値が、予め定められ
た所定の温度閾値Ｔ１以下であるか否かを判定する。例えば、本実施形態に係る液晶表示
装置１００では、温度閾値Ｔ１の値として、比較的低めの車内温度としての１５℃が定め
られている。当該判定の結果、周辺温度Ｔの値が温度閾値Ｔ１以下である場合には、マイ
クロコンピュータ１０１は、ステップＳ１３の処理を実行する、一方、判定の結果、周辺
温度Ｔの値が温度閾値Ｔ１より大きい場合には、マイクロコンピュータ１０１は、ステッ
プＳ１２の処理を実行する。
【００６１】
　ステップＳ１２では、マイクロコンピュータ１０１は、ダミー点灯制御及び遅延点灯制
御を実施する必要がないと判断し、現在時刻にＬＣＤドライバ１０５に出力すべき点灯信
号（通常点灯信号）のみを、ＬＣＤドライバ１０５に出力すべき信号として、例えば出力
レジスタに格納する。その後、マイクロコンピュータ１０１は、ステップＳ１９の処理を
実行する。
【００６２】
　ステップＳ１３では、マイクロコンピュータ１０１は、ダミー点灯信号を出力するタイ
ミングか否かを判定する。より具体的には、マイクロコンピュータ１０１は、現在時刻が
、速度表示部１１の表示を切り替える時点から所定時間だけ前の時間帯（上述した表示制
御例では、時間２Ｔの間）に属しているか否かを判定する。当該判定の結果、ダミー信号
を出力するタイミングであると判定した場合には、マイクロコンピュータ１０１は、ステ
ップＳ１４の処理を実行する。一方、判定の結果、ダミー信号を出力するタイミングでは
ないと判定した場合には、マイクロコンピュータ１０１は、ステップＳ１７の処理を実行
する。
【００６３】
　ステップＳ１４では、マイクロコンピュータ１０１は、消灯遅延信号を出力するタイミ
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ングか否かを判定する。より具体的には、マイクロコンピュータ１０１は、現在時刻が、
速度表示部１１の表示の切り替え時点から所定時間だけ後の時間帯（上述した表示制御例
では、時間１Ｔの間）に属しているか否かを判定する。当該判定の結果、消灯遅延信号を
出力するタイミングであると判定した場合には、マイクロコンピュータ１０１は、ステッ
プＳ１５の処理を実行する。一方、判定の結果、消灯遅延信号を出力するタイミングでは
ないと判定した場合には、マイクロコンピュータ１０１は、ステップＳ１６の処理を実行
する。
【００６４】
　ステップＳ１５では、マイクロコンピュータ１０１は、ダミー点灯制御及び遅延点灯制
御を実施するタイミングであると判断し、通常点灯信号に加えて、ダミー点灯信号及び消
灯遅延信号をＬＣＤドライバ１０５に出力すべき信号として、例えば出力レジスタに格納
する。その後、マイクロコンピュータ１０１は、ステップＳ１９の処理を実行する。
【００６５】
　ステップＳ１６では、マイクロコンピュータ１０１は、ダミー点灯制御を実施するタイ
ミングであると判断し、通常点灯信号に加えて、ダミー点灯信号をＬＣＤドライバ１０５
に出力すべき信号として、例えば出力レジスタに格納する。その後、マイクロコンピュー
タ１０１は、ステップＳ１９の処理を実行する。
【００６６】
　ステップＳ１７では、マイクロコンピュータ１０１は、消灯遅延信号を出力するタイミ
ングか否かを判定する。より具体的には、マイクロコンピュータ１０１は、現在時刻が、
速度表示部１１の表示の切り替え時点から所定時間だけ後の時間帯（上述した表示制御例
では、時間１Ｔの間）に属しているか否かを判定する。当該判定の結果、消灯遅延信号を
出力するタイミングであると判定した場合には、マイクロコンピュータ１０１は、ステッ
プＳ１８の処理を実行する。一方、判定の結果、消灯遅延信号を出力するタイミングでは
ないと判定した場合には、マイクロコンピュータ１０１は、上述したステップＳ１２の処
理を実行する。
【００６７】
　ステップＳ１８では、マイクロコンピュータ１０１は、消灯遅延制御を実施するタイミ
ングであると判断し、通常点灯信号に加えて、消灯遅延信号をＬＣＤドライバ１０５に出
力すべき信号として、例えば出力レジスタに格納する。その後、マイクロコンピュータ１
０１は、ステップＳ１９の処理を実行する。
【００６８】
　ステップＳ１９では、マイクロコンピュータ１０１は、出力レジスタに格納された信号
を、ＬＣＤドライバ１０５に出力して、ＬＣＤドライバ１０５にＬＣＤ１０４の各セグメ
ントに電圧を印加させる。これにより、ＬＣＤドライバ１０５が出力した信号にしたがっ
てＬＣＤ１０４が動作して、速度表示部１１の各セグメントの点灯及び消灯が制御される
。
【００６９】
　マイクロコンピュータ１０１は、点灯信号を切り替えるタイミングを迎える度に、以上
の処理を繰り返し実行し、速度表示部１１の各セグメントの点灯及び消灯を制御する。
【００７０】
　（変形例）
　次に、上述した実施形態に係る液晶表示装置１００の変形例について説明する。変形例
に係る液晶表示装置は、表示制御の方法以外については、上述した実施形態に係る液晶表
示装置１００と同一の構成を有するため、表示制御の方法以外の部分に関しては説明を省
略し、同一の構成については同一の符号を付して説明する。
【００７１】
　変形例に係る液晶表示装置１００では、概略的には、上述した実施形態に係る液晶表示
装置１００では、ダミー点灯制御及び消灯遅延制御の２つの表示制御を組み合わせた表示
制御を実施していたのに対して、ダミー点灯制御は実施せず、消灯遅延制御のみを実施す
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る。変形例に係る液晶表示装置１００によれば、新規にセグメントを点灯させる際の応答
時間と、前回点灯パターンに共通するセグメントを点灯させる際の応答時間との違いに起
因する表示のバラつきの発生は抑制することができないが、セグメントを点灯させる際の
応答時間と、セグメントを消灯させる際の応答時間との違いに起因する表示のバラつきを
抑制することができる。
【００７２】
　図９を参照して、変形例に係る液晶表示装置１００における表示制御の例を説明する。
図９においても、図３及び図７の場合と同様に、説明の簡単化のために、１桁目及び２桁
目の表示要素のみを用いて表示制御を行う場合について例示している。
【００７３】
　図９において、横軸は表示開始からの経過時間を表し、最上段は各時刻に速度表示部１
１に本来表示するべき（意図する）表示内容を表し、２段目は各時刻にマイクロコンピュ
ータ１０１からＬＣＤドライバ１０５に出力される点灯信号のうちの消灯遅延制御により
出力される部分（消灯遅延信号）を表し、３段目は各時刻にマイクロコンピュータ１０１
からＬＣＤドライバ１０５に出力される点灯信号を表し、４段目は各時刻に速度表示部１
１に実際に表示される表示内容を表している。
【００７４】
　図９では、本来表示するべき表示内容として、「０」を表示する状態から、時刻ｔ１に
おいて「２」に表示を切り替えることを意図して表示する場合について例示している。即
ち、図９では、速度表示部１１に表示する点灯パターンを、時刻ｔ１おいて点灯パターン
Ｂから点灯パターンＣに切り替えることを意図して表示する場合について例示している。
【００７５】
　時刻ｔ１において、マイクロコンピュータ１０１は、「２」の表示を開始するための点
灯信号（点灯パターンＣを点灯させるための点灯信号）をＬＣＤドライバ１０５に出力す
る。当該点灯信号をＬＣＤドライバ１０５に出力した後、マイクロコンピュータ１０１は
、時刻ｔ１から時刻ｔ２までの時間３Ｔの間、消灯遅延信号として、セグメントｃ，ｆか
ら成る消灯遅延セグメント群Ａを点灯させるための信号を、上記点灯パターンＣを点灯さ
せるための点灯信号と併せて出力する。即ち、マイクロコンピュータ１０１は、時刻ｔ１
から時刻ｔ２までの間は、図９に示すように、点灯信号として、消灯遅延信号と、上記点
灯パターンＣを点灯させるための信号とを併せた、セグメントａ，ｂ，ｃ，ｄ，ｅ，ｆ，
ｇから成るセグメント群を点灯させるための信号を、ＬＣＤドライバ１０５に出力する。
当該消灯遅延セグメント群Ａとしては、切り替え前の点灯パターンである点灯パターンＢ
のうちの、切り替え後の点灯パターンである点灯パターンＣに共通しないセグメント群が
選択される。ここで、消灯遅延信号をマイクロコンピュータ１０１がＬＣＤドライバ１０
５に出力する時間の長さは、ダミー点灯制御を実施しない場合における、セグメントを新
規に点灯させる際の応答時間である４Ｔから、消灯させる際の応答時間である１Ｔを減じ
た時間が３Ｔであるために、３Ｔに設定されている。即ち、セグメントの点灯時における
応答時間から消灯時における応答時間を減じた時間に設定されている。
【００７６】
　このように、消灯遅延制御が実施されているために、切り替え時点である時刻ｔ１から
時間４Ｔ後に、速度表示部１１の表示（点灯パターン）が「０」から「２」に一度に切り
替わる。即ち、変形例に係る液晶表示装置１００では、消灯遅延制御を実施することによ
り、点灯パターンの切り替え時に、当該切り替え時点から、新規にセグメントを点灯させ
る際の応答時間Ａ（４Ｔ）だけ後に、点灯パターンが一度に切り替わるように制御する。
【００７７】
　以下では、本実施形態に係る液晶表示装置１００の作用及び効果について説明する。
【００７８】
　本実施形態に係る液晶表示装置１００は、区分された複数のセグメントを有するＬＣＤ
１０４（表示部）と、各セグメントに印加する電圧の値を制御して各セグメントを点灯及
び消灯させるマイクロコンピュータ１０１（制御部）と、を備える。
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　そして、マイクロコンピュータ１０１は、ＬＣＤ１０４に出力する点灯パターンを、上
記複数のセグメントから選択された第１のセグメント群（例えば、セグメント群Ｃ。）を
点灯させる第１の点灯パターン（点灯パターンＣ）から、上記複数のセグメントから選択
された第２のセグメント群（セグメント群Ｄ）を点灯させる第２の点灯パターン（点灯パ
ターンＤ）に切り替える際には、当該切り替え時点（時刻ｔ９）から所定時間（時間１Ｔ
）だけ、第１のセグメント群（セグメント群Ｃ）のうちの第２のセグメント群（セグメン
ト群Ｄ）に共通しないセグメント（消灯遅延セグメント群Ｂ）に消灯遅延電圧を印加する
。
　これにより、各セグメントの点灯時における応答時間が消灯時における応答時間よりも
長いことに起因する、表示のバラつきの発生を抑制できる。
　この結果、本実施形態に係る液晶表示装置１００によれば、視認性を向上した液晶表示
装置を提供できる。
【００７９】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置１００は、液晶表示装置１００の周辺温度Ｔを検
出する温度センサ１０３（温度検出部）を更に備える。
　そして、マイクロコンピュータ１０１は、温度センサ１０３から取得した周辺温度Ｔの
値が所定の閾値Ｔ１（例えば、本実施形態では、１５℃。）以下である場合には、第１の
セグメント群（セグメント群Ｃ）のうちの第２のセグメント群（セグメント群Ｄ）に共通
しないセグメント（消灯遅延セグメント群Ｂ）に、消灯遅延電圧を印加する（図８、ステ
ップＳ１１）。
　これにより、点灯時における応答時間と消灯時における応答時間との相違がより顕著に
現れやすい低温環境下で液晶表示装置が使用される場合にも、表示のバラつきの発生を効
果的に抑制できる。
【００８０】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置１００では、マイクロコンピュータ１０１は、例
えば第１の点灯パターン（点灯パターンＣ）から第２の点灯パターン（点灯パターンＤ）
への切り替え時点（時刻ｔ９）から、所定の温度環境下（例えば、本実施形態では、５℃
。）における、セグメントの点灯時における応答時間（２Ｔ）から消灯時における応答時
間（１Ｔ）を減じた時間（１Ｔ）だけ、第１のセグメント群（セグメント群Ｂ）のうちの
第２のセグメント群（セグメント群Ｃ）に共通しないセグメント（消灯遅延セグメント群
Ｂ）に消灯遅延電圧を印加する。
　また、変形例に係る液晶表示装置１００では、マイクロコンピュータ１０１は、点灯パ
ターンＢから点灯パターンＣへの切り替え時点（時刻ｔ１）から、所定の温度環境下（例
えば、本実施形態では、５℃。）における、セグメントの点灯時における応答時間（４Ｔ
）から消灯時における応答時間（１Ｔ）を減じた時間（３Ｔ）だけ、セグメント群Ｂのう
ちのセグメント群Ｃに共通しないセグメント（消灯遅延セグメント群Ａ）に消灯遅延電圧
を印加する。
　これにより、各セグメントの点灯時における応答時間が消灯時における応答時間よりも
長いことに起因する、表示のバラつきの発生をより効果的に抑制できる。
【００８１】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置１００では、マイクロコンピュータ１０１は、Ｌ
ＣＤ１０４に出力する点灯パターンを、上記複数のセグメントから選択された第０のセグ
メント群（セグメント群Ｂ）を点灯させる第０の点灯パターン（点灯パターンＢ）から、
第１の点灯パターン（点灯パターンＣ）に切り替えた後、第２の点灯パターン（点灯パタ
ーンＤ）に更に切り替える際には、第１の点灯パターン（点灯パターンＣ）から第２の点
灯パターン点灯パターンＤ）への切り替え時点から所定時間（１Ｔ）だけ、第１のセグメ
ント群（セグメント群Ｃ）のうちの第２のセグメント群（セグメント群Ｄ）に共通しない
セグメント（消灯遅延セグメント群Ｂ）に、消灯遅延電圧を印加し、且つ、当該切り替え
時点（時刻ｔ９）の所定時間（２Ｔ）前から当該切り替え時点（時刻ｔ９）までの間、セ
グメント全体のうちの第０のセグメント群（セグメント群Ｂ）に共通しないセグメント（
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ダミーセグメント群Ｃ）に、ダミー電圧を印加する。
　これにより、各セグメントの点灯時における応答時間が消灯時における応答時間よりも
長いことに起因する表示のバラつきに加えて、前回消灯時からの経過時間によって各セグ
メントの点灯時における応答時間が相違することに起因する表示のバラつきの発生を抑制
できる。
【００８２】
　尚、本発明の技術的範囲は、上述した実施形態に限定されるものではない。上述した実
施形態は、本発明の技術的範囲内で種々の変形や改良等を伴うことができる。
【００８３】
　例えば、本実施形態に係る液晶表示装置１００では、ダミー点灯制御として、点灯パタ
ーンの切り替え時点よりも時間２Ｔだけ前から当該切り替え時点までの間、全セグメント
のうちの前回点灯パターンに共通しないセグメント群にダミー電圧を印加する構成とした
が、当該ダミー電圧を印加する時間は適宜変更されても構わない。例えば、１Ｔとしても
よいし、３Ｔとしても構わない。また或いは、ＬＣＤ１０４のパネル温度（又は周辺温度
Ｔ）の値にしたがって変更される可変の値としても構わない。
【００８４】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置１００では、ダミー点灯制御として、点灯パター
ンの切り替え時点よりも時間２Ｔだけ前から当該切り替え時点までの間、全セグメントの
うちの前回点灯パターンに共通しないセグメント群の全てに、ダミー電圧が印加される構
成としたが、必ずしも当該セグメント群の全てにダミー電圧が印加される必要はなく、当
該セグメント群のうちの少なくとも１つのセグメントにダミー電圧が印加される構成であ
ればよい。例えば、応答性又は視認性が問題となるセグメントのみにダミー電圧が印加さ
れる構成であっても構わない。
【００８５】
　また、同様に、本実施形態に係る液晶表示装置１００では、消灯遅延制御として、点灯
パターンの切り替え時点から時間１Ｔの間、切り替え前の点灯パターンのうちの切り替え
後の点灯パターンに共通しないセグメント群の全てに消灯遅延電圧が印加される構成とし
たが、必ずしも当該セグメント群の全てにダミー電圧が印加される必要はなく、当該セグ
メント群のうちの少なくとも１つのセグメントに消灯遅延電圧が印加される構成であれば
よい。例えば、応答性又は視認性が問題となるセグメントのみに消灯遅延電圧が印加され
る構成であっても構わない。
【００８６】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置１００では、ダミー点灯制御として、点灯パター
ンの切り替え時点よりも時間２Ｔだけ前から当該切り替え時点までの間、全セグメントの
うちの前回点灯パターンに共通しないセグメント群にダミー電圧を印加する構成としたが
、前回点灯パターンだけでなく、当該前回点灯パターンの更に切り替え前の点灯パターン
までを考慮して、ダミー電圧を印加するセグメントを決定する構成としても構わない。
【００８７】
　また、本実施形態において示した臨界電圧、ダミー電圧、及び消灯遅延電圧等の各電圧
値、並びに応答時間Ａ、応答時間Ｂ、及び応答時間Ｃ等の各応答時間の長さ、並びに閾値
Ｔ１等の各温度の値は、それぞれ一例を示したものであり、本発明の技術的範囲は、これ
らの実施形態に限定されるものではない。
【００８８】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置１００では、ダミー点灯制御におけるダミー電圧
を印加する時間、及び消灯遅延制御における消灯遅延電圧を印加する時間は、それぞれ一
定値であるとしたが、これら時間が、温度センサ１０３から受け付けた周辺温度Ｔの値に
したがって随時変更される構成としても構わない。例えば、この場合には、消灯遅延制御
に関しては、マイクロコンピュータ１０１は、図８のステップＳ１１の処理を実行した後
、現在の周辺温度Ｔの値と、図６に示した点灯時におけるセグメントの応答時間と消灯時
におけるセグメントの応答時間との関係と、に基づいて、当該周辺温度Ｔにおけるセグメ
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された時間を、消灯遅延電圧を印加する時間とすればよい。また、ダミー点灯制御に関し
ては、マイクロコンピュータ１０１は、図８のステップＳ１１の処理を実行した後、周辺
温度Ｔと前回消灯時点からの経過時間と点灯時におけるセグメントの応答時間と、を対応
付けたデータに基づいて、現在の周辺温度におけるダミー電圧を印加すべき時間を算出し
、算出した時間を、ダミー電圧を印加する時間とすればよい。
【００８９】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置１００では、ダミー点灯制御として、点灯パター
ンの切り替え時点よりも時間２Ｔだけ前から当該切り替え時点までの間、全セグメントの
うちの前回点灯パターンに共通しないセグメント群にダミー電圧を印加する構成としたが
、これに加えて、切り替え時点の後、所定時間だけダミー電圧を印加する構成としても構
わない。
【００９０】
　また、本実施形態に係る液晶表示装置１００では、マイクロコンピュータ１０１が、Ｌ
ＣＤ１０４の各セグメントに電圧値が変化する電圧を印加するダイナミック駆動方式によ
り、ＬＣＤ１０４の表示を制御する構成としたが、一定の電圧値の電圧を印加するスタテ
ィック駆動方式により、ＬＣＤ１０４の表示を制御する構成としても構わない。
　即ち、本実施形態に係る液晶表示装置１００では、ダミー点灯制御として、ダミーセグ
メント群に、臨界電圧よりも電圧値の絶対値が小さいダミー電圧を印加する構成としたが
、スタティック駆動方式を採用して、ダミーセグメント群に、臨界電圧よりも電圧値の絶
対値が大きいダミー電圧（例えば、５Ｖ。）を印加する構成としても構わない。このよう
に臨界電圧よりも絶対値が大きい電圧をダミー電圧として印加する場合には、ダミー電圧
を印加する時間の長さを、新規にセグメントを点灯させる際の応答時間より短い時間に設
定すればよい。
【符号の説明】
【００９１】
１００　液晶表示装置
１０１　マイクロコンピュータ
１０２　ＥＥＰＲＯＭ
１０３　温度センサ
１０４　ＬＣＤ
１０５　ＬＣＤドライバ
１０６　ＬＣＤ駆動電源部
１０７　電源回路
１０８～１１１　インタフェース
１０　表示画面
１１　速度表示部
１３　水温表示部
１５　燃料表示部
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